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研究成果の概要： 
本研究成果は、３つ挙げることができる。１つは、環境経営に関する研究・実践でのパラダ

イムシフトが、ミクロレベルーサプライチェーン・レベルで確実に進行していることを確認し

たこと。２つめは、企業レベルでの研究で、企業の社会責任経営、コーポレイトガバナンス体

制、環境経営方針のテーマで組織のトップレベルの戦略として具体的な環境経営の仕組みが形

成されていること。３つめは、製品開発マネジメントにおいて、利害関係者団体に、NPO や
NGO などの新たな関係者からの影響を取り込むメカニズムの構築が進みつつあることが、ケ
ースを通じて明かになったこと。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006年度 7,800,000 2,340,000 10,140,000

2007年度 7,200,000 2,160,000 9,360,000

2008年度 6,800,000 2,040,000 8,840,000

年度 
  年度 

総 計 21,800,000 6,540,000 28,340,000

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：経営学・経営学 
キーワード：経営学、政策研究、ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、環境対応、企業社会責任 
 
１．研究開始当初の背景 
 環境経営については、実態としては、戦略
レベル、マネジメントレベル、オペレーショ
ンレベルのうち、工場・事業所・営業所など
の現場（オペレーションレベル）での進捗は
３R への具体的な取組で明かにされていた。
戦略レベルの環境経営の取組については、概
念が先行していたが、内実は明かにされてい
ないことが多い状況であった。 
 
２．研究の目的 
 環境経営の日本企業の実態を明らかにす
ることと、具体的な、環境経営のための仕組

みや、全社的な戦略的環境経営への具体的取
組について明らかにすることである。とりわ
け、サプライチェーンという、企業の付加価
値形成の基幹活動での環境経営への取組を
明かにし、それらの今後の方向と社会に与え
る影響を解明すること。ならびに、その戦略
から派生する、営業・マーケティング、財務、
生産管理などの具体的なオペレーションと
の関係を明かにすることを目的としていた。 
 
３．研究の方法 
 研究方法としては、実態解明としてのサプ
ライチェーンマネジメントの郵送質問調査
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（2007年と 2008年に実施）、ケース研究（大
手洗剤・化学会社、製紙会社、鉄鋼会社、自
動車会社、家電会社、ハウジング会社、非営
利環境エネルギー法人、精密機械会社などに
ついて調査・作成）で、具体的で先進的なサ
プライチェーンについての環境経営の革新
的ケースを抽出し、それにコーポレイトレベ
ルでの社会責任経営と環境戦略への具体的
な理論展開を行った。研究方法の段階的な展
開としては、論文などのレビューによる仮説
抽出、それを元にした郵送質問表の作成、統
計解析、それらからの仮説検証とそれを支え
る示唆すべきケースの深い調査、以上の流れ
を通じて、先進的な戦略的サプライチェーン
の現状説明と今後の方向性を示すことであ
った。 
 
４．研究成果 
 以上の流れに沿って、先進的な企業経営の
実態を明らかにすることについて、((7)、(10)、
(11)、(12)、(13)、(14)、(18))、で明かにして
いる。とりわけ、(7)、(10)では、具体的な調
査結果のケースを例にして、生産から物流あ
るいは、購買から生産に関連する過程におい
て、ISO14001 の基準に従いながら、はるか
に先進的な環境配慮型の SCM 構築の基本的
方法論や課題を明かにしている。ここで発見
された内容で実態調査表の仮説が設定され
ている。また、(12),(13),(14),(18)では、地域
産業での環境に配慮した生産システムの構
築やグリーン・エネルギー供給事業における
非営利企業のケースなどを参考にして、その
社会的経営理念と事業性の両立を図る場合
のビジネスモデルが紹介されており、それら
ケースの基礎になる経営戦略を明にしてい
る。一方で、(11)では、インタビュー調査か
ら明かになった化学メーカーにおける、CSR
の具体的取り組みの意義について、経済学的
なアプローチでその意義の再解釈が行われ
ており、この分野では貴重なサーベイ研究で
ある。実態調査標本調査と事例調査は
（(1),(2)）で行った。(1)での知見としては、
環境配慮型 SCM の構築においては、企業間
の濃密な技術や課題に関する情報交換の行
われている組織間で先進的な SCM が企画・
構築されており、大手メーカーのみでの独自
的な動きによる、環境配慮型 SCM とは明か
に異なる成果が観察されている。しかし、こ
の先進的 SCMにおいても、SCMの上流の企
業間での構築は、進んでいるが、川下にあた
り、最終廃棄やリサイクルについてのリバー
ス SCM の動きは、まだ端緒がついたレベル
であることを伺わせる結果となっている。今
後については、実態調査データを深く分析し
て、先進的な事例の深い研究について行う予
定である。 
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